
ボイラどう

1.ポイラ水消浄装置 胴 (図ー2) 円筒形を継き'合わしたも

ので工作が容易であり国鉄の機関車

ポイラはこの形である。

ポイラ目同はポイラ用鋼板で作り，

大きさによって 1-2 俗iの円筒で作

るものもあるが普通 3 f聞の円筒形製

のものが多く，前から第 l ポイラ胴

(図ー2 ， 2 1 ) ， 第 2 ポイラ胴 (2，)，第 3

ポイラ胴 (2 ，)と称している。各ポイ ラ l鯛の円周継手は普通重ね

合わせ 1 -2 列のリベット継手が用いられ， 長手書量手は従来突

き合わせ両側当板の 2-3 列リベ y ト継手であったが，最近の

ポイラは溶接しており， ドイツでは円周継手も突合わせ溶接し

ている。このように継手のリベットをやめて溶接したものを溶

接ポイ ラ扇 と称している。

第 l ポイラ 11向の前端は煙室リゾグ(図ー2の13) を介して煙室!洞

(1司と結合し，内面には煙室管板(3)を リベットで結合する。燈室管

板は， ポイラ l開板後方の火室管板 1 ， との附に多数の煙管 (8 ・ 9)

を取付ける。煙管は管板の控ともなり ， 1i\'l管のない上部は前ガ

セ ッ ト控(14)で補強し，その上部に乾燥管 ・ 管寄せが取付けられ

る。

煙管は後l話1車ポイラ用鋼管を用いる(古くは銅 ・ 3立鋼管が用

いられ，伝熱よく腐食しないが高師liなのと，ポイラ l王が高くな

って管板取付部の故障を起し易いのでイ車われな くなった)。煙管

には大煙管( 8) と小煙管(9 )があり， 小煙管はその外周のポイラ7.1<

に熱を!云え， 大連管も同様であるがなおその内にある過熱管に

熱を伝えて過熱蒸気を作る。感管の蒸発伝熱面積(煙管のポイ

ラ水に熱を(云える国献をいい， 火 f)llJで iJIIJ る)は普通火室蒸発伝

熱関般の 6-10 倍程度である。ボイラの大きさによって煙管の

直径と長さが巣なる。絢Il 、ものを多数用いれば，太いものを少

数用いるより伝熱面積を鴻大することができるが， 絢l過ぎると

燃焼ガスの流通に対する抵抗が大となり， ptがらでしばしばふ
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自動開閉弁は弁休 ・ ピスト γ弁 ・ 止め弁を有するピストン俸・

ばね ・ 体ふたより成 り ，上部の弁は空気圧縮後蒸気管に述約さ

れていて，圧縮僚が運転されるとこの弁を IJ~I くようになってい

る。すなわちこの弁は清浄装置の使用およひ.中止の手数を省く

ため設けられたものである。しかし現在は自動的の必要もあま

りないのでこの自動開閉弁は撤去されつつある。 m桑五六)

ポイラどう ポイラ嗣 (蒸気後関車の) (英) boiler barrel 

火室と共にポイラ本体を形成し， 内部にポイラ水を満たし， 煙

管による蒸発の行われる部分で， 上部には蒸気ドームを有しポ

イラで発生した蒸気を貯えている。おおむね円筒形であるが一

部を円すい形にしたものもあり，形状によってつぎのように分

類される (1) ワゴ ン ト ッ プポ イ ラ胴

081-1) 火室直前のポイラ胴の上部およ

び側面において円すい形にしたもので，

ポイラ胴に比して火室部が大きく，火室

伝熱商43tが大で蒸気部分の容僚が大きく

なっているが，工作はややめんどうであ

る。米国において多く用いられる (2) 

ヱキステンデ ッ ト ・ ワゴン ト ッ プポイ ラ

胴 (凶ー1 ) 第 2 ポイラ胴を円すい形にし 3

火室前のポイラ 11向(図ー1 では第 3 ポイラ

胴)を径の大きい円筒形とし， この部に

蒸気ド ー ムの設置と燃焼室の設置を容易

にしている。この形も米国で広く用いら

れている (3) ス ト レートト ッ プポイラ

1 ポイラ胴の形状

2. ポイラ胴{ストレ ー トトソプ形1
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3 煙室管板
4 蒸気ドー ム
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